
2019年度

　雨露の恵に感謝する季節。田になみなみと張られた水のように、今月も豊かな情報をお届けします。

　これといった感染症は出ていませんが、熱や咳の症状が増えています。

　皆さん、こどもを乗せての自転車走行、ヒヤリとしたことはありませんか。雨天時は特に、視界不良、路面も濡れ

て滑り易く、事故のリスクが高まります。今月は、安全な自転車の乗り方についてお話しします。

● 6年間で１，３４９人　事故 　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　東京消防庁管内の救急搬送データによると、２０１１～２０１６年までの６年間で、幼児用座席付自転車にこども

を乗せて使用中にこどもがケガをして、１，３４９人が救急搬送されています。そのうち 「落ちる」 「転ぶ」 という

事故は １，２２４人です。また、転倒して頭蓋内損傷や骨折等のケガをする事故情報は６０９件あり、走行中だけ

でなく、停車中の事故も多くみられます。

　特に、４月～７月は救急搬送が増加傾向にあります。４月に新しく

幼児用座席付自転車でこどもを送り迎えする親が増えることが要因でしょう。

　それでは、実際にあった事故をみてみましょう。

● ヘルメットを使用していなかった　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　3人乗り電動アシスト付自転車の前方幼児用座席にこどもを乗せて走行。道路と歩道の段差を乗り越えようとし

た時、自転車が右に傾き転倒。こどもはコンクリート地面に顔から落ちて強打。シートベルトはつけていたが、ヘル

メットはつけていなかった。　診断結果＝右側頭蓋骨骨折 及び 頭蓋内損傷。

● 重い荷物とこども２人　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　買い物の帰り、こども２人を乗せて走行。荷物が多過ぎて、自転車はバランスを崩し左側へ転倒。ヘルメットと

シートベルトを着用して後部座席に乗っていた子が左腕を打撲。　診断結果＝左腕骨折。

● こどもを乗せる時に　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　朝、兄を送る為に慌てていて、下の子にヘルメットをつけるのを忘れたまま、前部座席に座らせシートベルトを

つけた。その後、兄を後部座席に座らせる為に移動した際、自転車がぐらつき左側へ転倒。前部座席の子はコン

クリート地面に左頭頂部を強打。　診断結果＝頭蓋内損傷。

● 停車中に転倒 その１　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　前部座席に座らせていた子のヘルメットとシートベルトを先に外し、

荷物をおろそうと目を離した時、自転車が転倒。　診断結果＝下顎骨折。

● 停車中に転落 その２　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　家の駐車場で、自転車の後部座席にこどもを乗せていたが、保護者が離れたすきに右側へ自転車ごと転倒。

ヘルメットはしていなかったが、頭部打撲はなかった。しかし、右肘を強打。　診断結果＝右腕骨折。

　ちょっとした心の隙が招く事故。便利な自転車の安全な使用法について、いまいちど復習してみましょう。

⾃転⾞事故ゼロ！



・ こどもに、乗車前に自転車用ヘルメットをかぶらせ、乗車後は すぐにシートベルトをしましょう。

・ こどもを降ろす時は前から、乗せる時は後ろから。この順番にすると、自転車が安定します。

・ こどもを自転車に乗せている時は、大人は絶対に離れない。

・ 荷物は先に入れ、最後に出す。

・ 停車する時は平らな所を選び、スタンドにロックを掛け、前ハンドルを固定しましょう。

・ 幼児２人同乗用自転車に、６歳未満の幼児２人を乗せることはできます。幼児２人を乗せた場合、運転者は

　　幼児を背負って運転することはできません。

・ 幼児用座席を設けた自転車に、６歳未満の幼児を１人に限り乗せることができます。さらに運転者は、幼児１人

　　をバンド等で背負って運転できます。抱っこはダメです。しかし、これはあくまで道路交通法の規定であり、

　　安全か否かは別問題です。

● ノーヘルは罰せられる？　No hel No life No hel No life No hel No life No hel No life No hel No life No hel No life No hel No life No hel No life No hel No life No hel

　道路交通法では 「保護者の努力義務。かぶらせるように努めなければならない」 となっています。処罰対象で

はありませんが、ヘルメットがない場合の事故は、死亡、重傷など取り返しのつかない結果になる危険性が非常

に高いです。ヘルメットは、頭部への衝撃を１／１５へ抑えます。

● どうして抱っこ運転はNGなの？　hugging hugging hugging hugging hugging hugging hugging hugging hugging hugging

・ ハンドルと腕の間に抱えると、視界や運転の妨げになります。

・ 自転車をこぐ時は前傾姿勢になるので、こどもが抱っこバンドから脱落する危険性が高いです。

おんぶや抱っこでの運転はとても危険です。おんぶや抱っこで自転車ごと転倒した場合、親の頭や手がつくより

も先に、こどもの頭が地面に激突します。その衝撃は、通常 転んで骨折した場合の１７倍です。

　こどもは、大人の肩の位置から落下する為、たとえ抱っこバンドから放り出されなかったとしても、強い力がかか

ります。大人は肩の後に頭をぶつけるというワンクッションがあります。しかし、こどもはそのまま頭を強打してしま

うのです。

● 停車中もご注意！　parking your bicycle parking your bicycle parking your bicycle parking bicycle parking your bicycle parking your bicycle parking your bicycle

　こどもを乗せたまま押して歩いたり、駐輪する時も、転倒の危険があります。こどもを乗せた自転車は、確実に

支えられるよう、必ず両手で操作しましょう。　後部座席にこどもを乗せた時に、こどもの重さで後部座席が倒れ

込み、前輪が浮く場合があります。後部座席を荷台に取り付ける時は、前輪が浮き難いように、できるだけ荷台の

前方へ取り付けましょう。

　こどもの乗せ降ろしには、ハンドルが真っ直ぐ前を向いていること、自転車が横に傾いていないことを確認し、

スタンドをロックすると共に、前ハンドルのロック機能がある場合は使用します。前ハンドルのロック機能は、前輪

が勝手に動いてバランスが崩れるのを防ぎます。

　当園でもこどもを乗せた自転車の事故は時々あります。急いでいる時、こどもがぐずっている時、いらいらして

いる時は、危険回避の意識が低くなります。こんな時ほど、周囲の状況も確認し、安全第一でお願いします。

　　寺澤

安全な乗せ⽅


